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沖縄県支部長 新 城 格

特定非営利活動法人(NPO） 日本防災士会

避難所生活状況の写真集より

はじめに～
災害リスク

地震、津波、液状化

台風、高潮

土砂崩れ

発電所等の事故

石油貯蔵施設の事故

航空機事故等

火災 等々

●予期しない、経験したことのない災害が発生

●「いつでも、どこでも、想定外に、突然に」 発生

●台風、竜巻、大雨、崖崩れ、落雷、地震、津波等

●沖縄地方は地震が多発～一週間に数百回の有感、
無感地震

気象庁ホームページより

日本列島周辺の４つのプレート

太平洋の速プレートは、年間
約８ｃｍから１０ｃｍ度で移動。

東日本大震災では、東北地
方の乗った陸のプレートが２
０～３０メートル東に移動し、
陸地は最大約１メートル沈降
したとする解析結果が出てい
ます。

宮古島台風 スーパー台風

第２宮古島台風

1966年（昭和）41年）9月5日

最大瞬間風速 ８５．３メートル

第３宮古島台風

1968年（昭和43年）9月22日

最大瞬間風速 ７９．８メートル

沖縄県内の災害リスク

平成28年6月１６日琉球新報
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地震調査研究推進本部

● 県内～東日本、阪神淡路大震災並みの地震源

災害は町の脆弱な部分を襲う
・堤防の弱いところ・地盤の弱いところ

・耐震化されていない家屋・ブロック塀

・足腰の弱い災害弱者（高齢者・障害者）

地域防災力の低いところを襲う
・つながりの薄い地域

・避難訓練の機会がなかった地域

11

災害による被害を最小
限に食い止める(減災）

命
家族
財産 自分たちの地域は自

分たちで守る

自主防災組織

となり近所
災害時要援護者

消防、警察、自衛隊、ライフライン、
県、市町村

消防庁ホーペﾑページ一部活用
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自主防災会の必要性（何のために防災をするの）

①大切な家族、仲間、お隣さん、学校、地域等を

守るため

②被災者の苦しさ、辛さ、負担を軽減するため

③人と人とのつながりを深め自分自身も地域社

会も幸せになるため

鍵屋 一法政大学大学院講師 講話から

平常時
日頃から大規模災害に備
える
１ 地区防災計画
２ 防災知識の広報・啓発
３ 防災訓練
４ 防災資機材の整備
５ 要配慮者対策
６ 防災意識調査
７ 他団体・企業との連携

災害時
人命を守り、被害の拡大
を防ぐ活動

１ 情報の収集・伝達
２ 出火防止・初期消火
３ 救出・救助・救護
４ 避難誘導
５ 避難生活

平常時
日頃から大規模災害に備
える
１ 公助

２ 共助

自助

災害時
人命を守り、被害の拡大
を防ぐ活動

１ 自助

２ 共助

３ 公助

防災訓練～避難所設営運営

練度を高め、よりよい向上を目指す

防災訓練～正解はない

まず、やってみる

出来ることから、出来る範囲で

【防災訓練は様々な訓練がある】

実動訓練や机上訓練（ＨＵＧ）など

◎ 避難所の運営

～自主防災・自治会・または地域住

民による『自主運営』が基本です。

◎ 平時から運営体制の確立

◎ 女性、子供への配慮～女性の視点

◎ 安全・安心～防犯対策

等々

◎ 水の確保

飲料水、生活用水、トイレ用

◎ 衛生管理・感染症対策

ゴミ捨て場の確保、トイレの管理、

清掃当番、ルールの徹底、傷病対策

スペースの確保

◎ 地域活動

防犯対策、被害調査等
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避難所運営の

責任者又は副責任者、スタッフに女性

を配置

● トイレの設置 ３：１

● 乳飲み子・高齢者の対応

● 洗濯場の問題、洗濯干場の問題

● プライバシーに配慮
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西日本新聞から

2016(平成２８)9月18日琉球新報

●避難所運営を含む防災活動の

基本は

「コミュニケーション作り」

●災害時要配慮者・災害時行動要支

援者の把握と対策、対応は、

「防犯活動」であり、「福祉活動」でも

ある


